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平成２４年度宮城県食品衛生監視指導計画（案）への意見 

 
 平成２４年度宮城県食品衛生監視指導計画案の策定にあたり、下記の意見・要望を提出いた

します。なお、次年度計画策定に当たり求めた県民の意見が、次年度計画や予算に反映できる

よう 1 月中にパブリックコメントを求めることを望みます。 

 
記 

 
１、食品の放射性物質の検査と情報提供について、わかりやすく県民に知らせるとともに、放

射性物質の検査の実施回数を引き上げてください。 
  Ｐ2記載の放射性物資の検査については、平成 24年度年間検査計画によれば県内産牛 1000

検体、県内流通食品 200 検体となっています。県民の放射性物質に対する不安は強いものが

あります。食品に対する放射性物質の検査については、複数の部署が担当しており全体像が

よくわかりません。放射性物質の検査の実施状況についてわかりやすく県民に情報提供して

ください。また県内流通食品の実施回数を大幅に引き上げてください。 
 
２、輸入食品の検査内容について強化するとともに、具体的に記述してください。 

輸入食品に対する消費者の不安は強いものがあります。P2 記載の輸入食品の検査について

強化するようにしてください。検査内容については、具体的に記述してください。どの範囲、

どれくらいの規模の輸入食品取扱業者を対象とするのか、また監視指導の内容は何か、よく

わかりません。輸入食品取扱業者に対する監視指導の内容について、強化するとともに具体

的に記述してください。 
 



３、食中毒の予防対策、生食用食肉の規格基準の監視指導を行うとともに、県民に対して肉の

生食について注意喚起を行ってください。 
P2 記載の生食用食肉の規格基準の遵守のための監視指導について、営業施設を監視指導す

るとともに、摂食する県民に対して注意喚起を行い、食中毒を防ぐことが大切です。県民へ

の注意喚起の実施を位置づけて行ってください。 
 
４、「みやぎ食品衛生自主管理登録・認証制度」の県民に対する認知度を向上させてください。 

  P5 に、営業者による自主的な衛生管理の向上を図るため、「みやぎ自主管理登録・認証制

度」の普及及び優良施設の表彰を計画しています。この制度の意義について、事業者への説

明は行われているものの、県民に広く認知されているとは言えない状況です。この取り組み

をより有効にしていくために、「みやぎ食品衛生自主管理登録・認証制度」の概要、意義につ

いて、県民の認知度を向上させる施策を行ってください。 
 
５、遺伝子組換え食品についての年間検査計画における検査項目を充実させてください。 
  県民の遺伝子組換え作物に対する不安は依然として高いものがあります。そうしたなか、

P12 記載にあるように遺伝子組換え食品については米加工品のみが計画されているにすぎま

せん。年間検査計画における遺伝子組換え食品検査項目を充実させてください。 

 
６．消費者・県民の理解を深める視点から、リスクコミュニケーションの取組みを工夫してく

ださい。 
  Ｐ5 記載の県民とのリスクコミュニケーションについては、みやぎ食の安全安心推進会議

や講演会・シンポジウムの開催、各種情報提供のほか、県民からの意見募集やみやぎ食の安

全安心消費者モニターに対する情報提供などが行われていますが、消費者の理解がより深ま

る視点からの情報の共有化ができる企画や消費者が意見を出しやすい形式にするなど、リス

クコミュニケーションの取組みを工夫してください。 
  また、監視指導計画を提示するにあたっては、裏づけとなる予算をあわせて提示してくだ

さい。 
 

以上 
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